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み ん な 　 笑 顔 で 　 あ っ た か す

9月定例会号平成28年

町民の皆さんと議会をつなぐ議会報を目指して

27年度の決算の内容は？ 2
４名が一般質問 6
農業関連の意見書３件提出 11

議会報モニターの声 12
地域を語ろう会 13
道内所管事務調査レポート 14

たかす議会だより

（町花「マリーゴールド」の和名）

ふれあい交通安全　北野駐在所前で園児たちが安全運転を呼びかけました。（９月30日）

題字　宮島歩美

No.
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【２】

「
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
」

で
の
効
果
は

空
き
家
・
空
き
地

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用
は

無
線
電
波
ア
ン
テ
ナ
設
置

補
助
金
は
継
続
？

設置された無線電波アンテナ

　

Ｑ
．
植
西
議
員　　

行
政
不
服

審
査
法
関
連
支
援
業
務
の
内
容

は
。

　

Ａ
．
総
務
企
画
課
長　　

平
成

28
年
４
月
の
行
政
不
服
審
査
法

の
施
行
に
伴
う
関
連
条
例
等
の

改
正
が
多
岐
の
項
目
に
わ
た
る

た
め
、
改
正
点
の
洗
い
出
し
な

ど
を
業
者
に
委
託
し
ま
し
た
。

　

Ｑ
．
青
野
議
員　　

平
成
27
年

12
月
か
ら
浅
草
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
で
特
産
品
販
売
・
町

の
Ｐ
Ｒ
、
移
住
定
住
の
説
明
な

ど
を
し
て
い
る
が
、
実
績
や
今

後
の
考
え
は
。

　

Ａ
．
総
務
企
画
課
参
事　　

直

接
移
住
に
結
び
つ
い
た
実
績
は

ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
、
鷹
栖
町
の
認

知
度
の
向
上
に
結
び
つ
い
て
い

る
と
考
え
ま
す
。「
ま
る
ご
と

に
っ
ぽ
ん
」
で
知
っ
た
こ
と
で

の
ふ
る
さ
と
納
税
も
20
件
あ
り

ま
す
。
販
路
拡
大
に
繋
が
っ
た

り
、
販
売
戦
略
に
つ
い
て
学
び

が
あ
っ
た
と
い
う
事
業
者
も
い

ま
す
。

　

Ｑ
．
植
西
議
員　　

無
線
電
波

ア
ン
テ
ナ
の
設
置
補
助
金
は
あ

ま
り
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
な
い
が
、

今
後
も
継
続
す
る
の
か
。

　

Ａ
．
総
務
企
画
課
長　　

事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
で
97
件
の
希
望
に

対
し
、
28
年
度
現
在
ま
で
90
件

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
以
上
の
伸
び
は
あ
ま
り
期
待

で
き
ま
せ
ん
が
、
転
入
者
へ
の

対
応
等
も
あ
り
、
今
年
度
は
継

続
し
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
．
青
野
議
員　　

空
き
家
・

空
き
地
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作

成
し
た
が
、
こ
れ
を
空
き
家
バ

ン
ク
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
の
考

え
は
。
宅
建
協
会
と
も
協
力
し

て
進
め
て
い
る
の
か
。

　

Ａ
．
総
務
企
画
課
参
事　　

全

て
の
方
に
バ
ン
ク
に
登
録
し
て

も
ら
え
る
よ
う
周
知
す
る
と
と

も
に
、
調
査
を
も
と
に
空
き
家

政
策
の
応
用
に
使
っ
て
い
ま
す
。

宅
建
協
会
の
協
力
も
得
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。

52億5170万円
～前年度比　２億2725万円減～

　平成27年度一般会計、国民健康保険特別会計、
後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、
公共下水道事業特別会計、上川町村等公平委員
会特別会計、水道事業会計の決算について説明
を受け、監査委員の意見報告の後、内容審議の
結果、全会計について認定しました。

平成27年度

決算認定
平成27年度

決算認定

◆
◆
一
般
会
計
◆
◆

東京浅草の「まるごとにっぽん」

空き家見学フェアには30組が参加されました。



【３】

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
活
動
補
助
金
に
つ
い
て

農
業
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の

実
績
は

交
通
安
全
の
看
板

　

設
置
数
は
減
っ
た
の
か

電気柵を設置した水田

平成27年度新たに設置された交通安全看板

町債
8.7％

道支出金
5.8％

地方譲与税　
1.5％

使用料及び
手数料　2％

諸収入
2.2％

分担金及び負担金　0.6％

繰入金　2.2％

その他
3.3％

その他　4％

地方交付税
39.7％

国庫支出金
15％

町　税
15％

依存財源
　74％

自主
財源
26％

人件費
14.8％

扶助費
8.4％

物件費
19.5％

繰出金
　7.0％

人件費
14.8％

公債費
12.0％

扶助費
8.4％

物件費
19.5％

補助費等
17.2％

繰出金
　7.0％

建設補助
事業費
7.8％

建設単独事業費　7.2％

維持補修費
3.1％

その他　4.1％

義務的
　経費
35.2％

投資
的経費
14.6％

その他の
　　経費
　50.2％

　

Ｑ
．
大
石
議
員　　

交
通
安
全

看
板
設
置
委
託
料
が
大
幅
に
減

額
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
初
説

明
が
あ
っ
た
箇
所
に
は
設
置
し

た
の
か
。

　

Ａ
．
町
民
課
長　　

予
定
ど
お

り
更
新
、
ま
た
は
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

Ｑ
．
大
石
議
員　　

農
業
振
興

対
策
協
議
会
は
３
回
開
催
の
予

定
が
１
回
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、

な
ぜ
か
。

　

Ａ
．
産
業
振
興
課
長　　

農
業

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
何
回
か
打

ち
合
わ
せ
す
る
予
定
で
し
た
が
、

１
回
で
了
解
さ
れ
た
た
め
で
す
。

　

Ｑ
．
中
家
議
員　　

鳥
獣
被
害

防
止
対
策
協
議
会
活
動
補
助
金

の
内
容
は
。

　

Ａ
．
産
業
振
興
課
長　　

エ
ゾ

シ
カ
捕
獲
の
支
払
い
、
緩
衝
帯

の
整
備
や
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
、

く
く
り
罠
の
購
入
等
で
す
。

　

Ｑ
．
大
石
議
員　　

鳥
獣
被
害

防
止
対
策
協
議
会
活
動
補
助
金

が
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い

理
由
は
。

　

Ａ
．
産
業
振
興
課
長　　

国
の

補
助
金
が
交
付
さ
れ
、
町
の
持

ち
出
し
が
減
っ
た
た
め
で
す
。

　

Ｑ
．
植
西
議
員　　

農
業
ヘ
ル

パ
ー
事
業
は
何
件
の
利
用
が

あ
っ
た
の
か
。

　

Ａ
．
産
業
振
興
課
長　　

Ｊ
Ａ

た
い
せ
つ
が
行
っ
て
い
る
事
業

へ
の
支
援
で
、
28
年
度
へ
の
繰

越
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
28

年
の
９
月
末
現
在
ま
で
５
件
の

利
用
が
あ
り
ま
す
。

自主財源…町が自主的に収入とすることができるお金

依存財源…国･道から交付、補助されるお金や借金（町債）



【４】

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　

実
施
回
数
等

農
地
あ
っ
旋

　
　
　

今
後
の
見
通
し
は

カ
メ
ム
シ
防
除
補
助
金

　

Ｐ
Ｒ
は
し
て
い
る
の
か

予
防
接
種
事
業
の
決
算
額

減
、
事
業
は
適
切
に
行
わ

れ
た
か

　

　

Ｑ
．
植
西
議
員　　

不
法
投
棄

の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。
監
視
カ
メ

ラ
の
効
果
は
。

　

Ａ
．
町
民
課
長　　

パ
ト
ロ
ー

ル
は
５
月
か
ら
11
月
ま
で
週
２

回
実
施
し
て
い
ま
す
（
８
月
は

休
み
）。
監
視
カ
メ
ラ
は
28
年

度
の
事
業
で
ま
だ
効
果
は
見
え

ま
せ
ん
が
、
設
置
場
所
を
変
更

で
き
る
た
め
、
効
果
的
な
利
用

に
努
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　

Ｑ
．
大
石
議
員　　

予
防
接
種

委
託
料
に
つ
い
て
は
26
年
度
よ

り
予
算
は
増
額
さ
れ
て
い
た
が
、

決
算
額
は
減
っ
て
い
る
。
予
定

し
て
い
た
事
業
は
十
分
に
行
わ

れ
た
の
か
。

　

Ａ
．
健
康
福
祉
課
長　　

高
齢

者
の
肺
炎
球
菌
予
防
の
増
加
を

見
込
ん
で
予
算
を
増
額
し
ま
し

た
が
、
子
宮
頸
が
ん
等
の
予
防

接
種
の
勧
奨
を
見
合
わ
せ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
減
っ
た
も
の

で
す
。

　

Ｑ
．
木
下
議
員　　

鷹
栖
高
校

の
介
護
職
員
の
初
任
者
研
修
事

業
が
定
員
に
満
た
な
か
っ
た
理

由
は
。

　

Ａ
．
健
康
福
祉
課
長　　

20
名

の
定
員
で
18
名
が
受
講
し
ま
し

た
。
放
課
後
な
ど
の
受
講
に
な

る
た
め
、
生
徒
の
都
合
に
よ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。
引
き
続
き

28
年
度
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
．
青
野
議
員　　

農
業
委
員

会
で
農
地
の
あ
っ
旋
を
行
っ
て

い
る
が
、
45
件
の
申
し
出
に
対

し
、
売
り
渡
し
が
34
件
と
い
う

実
績
。
困
難
な
部
分
や
地
権
者

の
ニ
ー
ズ
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

　

Ａ
．
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

　

平
成
25
年
を
ピ
ー
ク
に
年
々

申
し
出
も
実
績
も
減
っ
て
い
ま

す
。
個
人
で
受
け
手
に
な
る
の

は
限
界
に
近
く
、
今
後
は
法
人

等
を
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

Ｑ
．
木
下
議
員　　

カ
メ
ム
シ

の
防
除
に
補
助
金
が
出
る
こ
と

を
知
ら
な
い
町
民
も
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
か
。

　

Ａ
．
町
民
課
長　　

毎
年
発
生

の
時
期
に
、
広
報
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

鷹栖高校介護職員初任者研修

不法投棄されたタイヤ



【５】

不
納
欠
損
と
収
入
未
済
額

　

Ｑ
．
青
野
議
員　　

現
年
度
課

税
分
の
不
納
欠
損
が
発
生
し
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　

Ａ
．
税
務
課
長　　

現
年
度
分

の
不
納
欠
損
で
す
が
、
解
散
を

し
た
法
人
等
に
つ
い
て
は
直
ち

に
不
納
欠
損
で
き
る
と
法
律
で

定
め
ら
れ
て
お
り
、
27
年
度
は

こ
れ
に
該
当
す
る
企
業
が
あ
り

ま
し
た
。

　

Ｑ
．
青
野
議
員　　

26
年
度
に

比
べ
不
納
欠
損
額
が
増
え
て
い

る
が
、
そ
の
要
因
は
。

　

ま
た
、
収
入
未
済
額
が
減
っ

て
い
る
の
は
不
納
欠
損
の
増
加

の
要
素
も
あ
る
の
か
。

　

Ａ
．
税
務
課
長　　

３
年
前
に

執
行
停
止
を
し
た
も
の
が
時
効

を
迎
え
、
不
納
欠
損
と
な
っ
た

こ
と
が
要
因
で
す
。

　

未
収
入
済
額
が
減
っ
て
い
る

の
は
、
滞
納
整
理
を
強
化
し
て

い
る
こ
と
が
要
因
で
す
。

　

Ｑ
．
青
野
議
員　　

差
押
え
等

の
件
数
は
。

　

Ａ
．
税
務
課
長　　

平
成
27
年

度
の
差
押
え
件
数
は
２
０
０
件

で
す
。

◆
用
語
の
解
説
◆

〜
不
納
欠
損
額
〜

　

既
に
調
定
し
た
歳
入
が
督
促

等
を
行
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

納
入
さ
れ
ず
に
時
効
が
到
来
し

て
し
ま
っ
た
場
合
や
、
法
令
に

基
づ
い
て
債
務
を
免
除
し
た
場

合
な
ど
に
つ
い
て
、
損
失
と
し

て
処
分
を
行
っ
た
額
を
い
う
。

〜
収
入
未
済
額
〜

　

当
該
年
度
の
歳
入
と
し
て
調

定
し
た
収
入
の
う
ち
、
年
度
内

に
納
入
さ
れ
な
か
っ
た
額
を
い

う
。
こ
の
収
入
未
済
額
は
、
翌

年
度
も
引
き
続
き
徴
収
に
努
め

る
こ
と
に
な
る
。

●
滞
納
処
分
の
停
止
（
地
方
税

法
第
15
条
の
７
第
４
項
）

　

財
産
が
な
い
と
き
又
は
滞
納

処
分
に
よ
っ
て
そ
の
生
活
を
著

し
く
窮
迫
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る

と
き
は
、
滞
納
処
分
の
執
行
を

停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
即
時
消
滅
（
同
法
第
15
条
の

７
第
５
項
）

　

解
散
し
た
法
人
等
で
資
産
が

な
く
徴
収
金
を
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ

る
と
き
は
、
そ
の
徴
収
金
の
納

税
義
務
を
直
ち
に
消
滅
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

●
消
滅
時
効
（
同
法
第
18
条
）

　

地
方
税
の
徴
収
権
は
、
５
年

間
こ
れ
を
行
使
し
な
け
れ
ば
時

効
に
よ
り
消
滅
す
る
。
た
だ
し
、

滞
納
処
分
の
執
行
停
止
を
し
た

徴
収
金
は
、
そ
の
停
止
が
３
年

間
継
続
し
た
と
き
に
納
税
義
務

が
消
滅
す
る
。

　

Ｑ
．
青
野
議
員　　

町
で
は
施

設
介
護
か
ら
在
宅
介
護
へ
の
移

行
に
向
け
、
数
年
前
か
ら
リ
ハ

ビ
リ
や
通
所
介
護
な
ど
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
要
支

援
・
要
介
護
の
人
数
の
推
移
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　

Ａ
．
健
康
福
祉
課
長　　

要
介

護
３
か
ら
５
の
方
が
減
っ
て
い

て
、
成
果
が
出
た
と
考
え
て
い

ま
す
。
職
員
が
し
っ
か
り
と
相

談
に
乗
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ス
キ

ル
を
身
に
付
け
て
い
き
、
介
護

予
防
関
係
の
教
室
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
て
い
く
考
え
で
す
。

　

Ｑ
．
青
野
議
員　　

ケ
ア
マ
ネ

と
も
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
ほ

し
い
。

　

Ａ
．
健
康
福
祉
課
長　　

常
日

頃
の
情
報
交
換
も
大
切
な
の
で
、

そ
の
よ
う
に
進
め
る
考
え
で
す
。

平成 27年度決算認定平成 27年度決算認定

◆
◆
特
別
会
計
◆
◆

はつらつ教室での体操風景



牧草地として利用されている中山間地の農地

　
　

業
者
の
高
齢
化
や
後
継

　
　

者
、
担
い
手
不
足
に
よ

り
、
遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄

地
等
の
農
地
保
全
の
問
題
が

想
定
さ
れ
る
。

　

平
成
29
年
度
の
税
制
改
革

で
は
、
遊
休
農
地
の
課
税
強

化
で
固
定
資
産
税
が
現
在
の

1.8
倍
に
増
額
さ
れ
る
等
の
懸

念
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
地
権

者
の
問
題
だ
が
、
将
来
の
地

域
農
業
の
課
題
と
し
て
、
地

権
者
・
地
域
・
行
政
が
今
か

ら
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

答
弁　　

基
本
的
に
農
地
は

農
地
と
し
て
維
持
し
て
い
く

考
え
で
す
。

　

農
業
委
員
会
や
農
用
地
利

用
調
整
協
議
会
等
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
に
取
組
ん
で
い
く

考
え
で
す
。

　

質
問　　

本
町
で
も
す
で
に

山
間
地
の
畑
の
一
部
で
荒
廃

地
的
な
管
理
農
地
が
見
受
け

ら
れ
る
。

　

地
域
団
体
や
地
権
者
と
共

に
協
議
す
る
組
織
体
制
が
必

要
で
は
。

　

答
弁　　

現
在
、
農
業
委
員

会
で
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
荒

廃
農
地
発
生
・
解
消
状
況
の

調
査
を
行
っ
て
お
り
、
必
要

に
応
じ
て
農
地
所
有
者
の
意

向
を
確
認
し
、
適
切
な
管
理

を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

地
権
者
、
地
域
で
の
話
し

合
い
が
と
て
も
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
特
に
不
在
地

主
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

危
機
感
を
共
有
し
、

地
域
の
話
し
合
い
を
行
い
、

人
と
農
地
の
問
題
点
を
解
消

す
る
こ
と
が
農
地
中
間
管
理

機
構
の
本
来
の
業
務
で
あ
る
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
農
地

を
機
構
に
貸
し
た
場
合
に
固

定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
た
り
、

放
置
さ
れ
た
遊
休
農
地
に
つ

い
て
農
業
委
員
会
は
、
機
構

と
協
議
す
る
よ
う
勧
告
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
の
関
わ
り
は
。

　

答
弁　　

本
町
も
北
海
道
農

業
公
社
か
ら
中
間
管
理
機
構

の
業
務
の
一
部
を
受
託
し
、

事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
遊
休
農
地
を
放
置

し
て
い
る
場
合
も
、
事
前
に

地
権
者
の
意
思
確
認
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

農
地
の
保
全
は
、
農
業
ビ

ジ
ョ
ン
に
お
け
る
重
点
事
項

の
一
つ
で
も
あ
り
、
各
団
体

と
連
携
し
全
力
で
努
め
て
い

く
考
え
で
す
。

【６】

質 問

答弁

農
地
保
全
の
組
織
体
制
が
必
要
で
は

地
権
者
、団
体
と
連
携
し
農
地
保
全
に
努
め
て
い
く（
町
長
）

　

青
野　

敏
議
員

農

　一般質問とは定例議会において、各議員が住民を代表して、
行財政全般にわたり町当局の考え方や、疑問をただすことです。
　単に疑問を晴らし事実関係を明らかにするだけでなく、現
行の政策を見直し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。一般質問一般質問



　
　

護
保
険
制
度
が
見
直
さ

　
　

れ
、
今
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
重
要
性
が
拡
大
す
る
と

思
わ
れ
る
。
謝
礼
・
報
酬
の

需
要
も
増
大
す
る
が
、
こ
れ

に
「
た
か
す
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

カ
ー
ド
」
を
利
用
で
き
な
い

か
。

　

失
効
ポ
イ
ン
ト
が
社
会
貢

献
に
寄
付
さ
れ
る
カ
ー
ド
の

採
用
は
自
治
体
で
全
国
初
、

平
成
21
年
12
月
に
開
始
し
た

当
時
は
、
先
進
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
テ
レ
ビ
な
ど
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

し
か
し
現
在
、
町
内
に
は

カ
ー
ド
を
使
え
る
商
店
が
な

い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
商
工
会
や
役
場
な

ど
に
端
末
機
を
置
き
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
仕
事
量
に
応
じ

ポ
イ
ン
ト
を
発
行
、
す
べ
て

たかすサポーターズカード

介

の
商
工
会
員
の
事
業
所
で
使

え
る
商
品
券
と
交
換
し
た
り
、

特
産
品
の
抽
選
に
応
募
で
き

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

実
現
す
れ
ば
、
か
つ
て

や
っ
た
健
康
づ
く
り
や
読
書

月
間
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
小
中
学
生
に
カ
ー
ド
を

所
持
し
て
も
ら
っ
た
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
も

ら
う
き
っ
か
け
に
も
な
る
の

で
は
な
い
か
。

　

答
弁　　

こ
の
カ
ー
ド
は
、

鷹
栖
町
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で

あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
応
援

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
自
発
的
な

助
け
合
い
の
気
持
ち
で
行
わ

れ
て
お
り
、
町
で
は
「
助
け

合
い
活
動
」
を
推
進
す
る
た

め
「
お
互
い
様
づ
く
り
行
動

計
画
」
に
よ
り
、
協
働
の
町

づ
く
り
を
基
本
に
進
め
て
い

ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
謝
礼
で

の
ポ
イ
ン
ト
活
用
は
、
追
加

的
に
新
た
な
経
費
が
か
か
る

こ
と
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
か

ら
、
導
入
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

　

質
問　　

町
で
発
行
し
て
い

な
が
ら
町
内
で
使
え
な
い
と

い
う
状
況
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

答
弁　　

当
初
は
加
盟
し
た

事
業
者
も
い
た
が
、
経
費
が

か
か
る
た
め
辞
退
さ
れ
ま
し

た
。Ｐ
Ｒ
活
動
も
し
た
が
、

事
業
者
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

が
あ
ま
り
な
く
、
そ
の
後
、

町
内
で
の
利
用
が
難
し
く
な

り
ま
し
た
。

　

カ
ー
ド
は
町
外
の
人
た
ち

を
中
心
に
配
付
し
、
ふ
る
さ

と
納
税
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の

ア
イ
デ
ア
等
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　

質
問　　

伊
達
市
や
稚
内
市

な
ど
で
は
公
共
施
設
で
も

カ
ー
ド
を
利
用
で
き
る
。
そ

の
よ
う
な
方
法
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

　

答
弁　　

有
益
な
も
の
か
ど

う
な
の
か
と
い
う
部
分
は
調

査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【７】

ココを問う！ココを問う！ズバリ!!ズバリ!!

答弁

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
カ
ー
ド
の
活
用
を

追
加
経
費
が
か
か
る
た
め
考
え
て
い
な
い（
町
長
）

質 問

片
山　

兵
衛
議
員



【８】

一 般 質 問

中学校のパソコン室

質 問

答弁

高
齢
者
事
業
団
除
雪
事
業
へ
の
支
援
を

他
の
団
体
へ
の
作
業
の
振
り
替
え
も
検
討
す
る（
町
長
）

答弁

児
童
・
生
徒
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
諸
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
は

情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く（
教
育
長
）

　

大
石　

隆
議
員

　
　

栖
町
高
齢
者
事
業
団
は

　
　

平
成
９
年
に
発
足
し
、

20
年
目
を
迎
え
た
。
高
齢
者

の
就
労
機
会
の
確
保
と
会
員

が
長
年
培
っ
て
き
た
経
験
と

能
力
を
生
か
し
な
が
ら
活
動

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
等
在
宅

除
雪
支
援
事
業
で
は
会
員
数

の
減
少
や
高
齢
化
、
労
働
負

荷
が
大
き
く
、
利
用
者
へ
の

対
応
が
困
難
な
状
況
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
人
材
の
確
保

な
し
に
は
事
業
の
推
進
は
、

難
し
く
な
る
と
考
え
る
が
。

　

答
弁　

町
長　　

鷹
栖
町
高

齢
者
事
業
団
は
、
社
会
参
加

と
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与

し
て
き
ま
し
た
。
平
成
19

年
度
か
ら
の
高
齢
者
等
在
宅

除
雪
支
援
事
業
で
は
、
高
齢

鷹

近

者
等
の
冬
期
間
の
自
立
し
た

生
活
の
確
保
、
福
祉
が
図
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

鷹
栖
町
の
高
齢
化
率
の
高

ま
り
に
よ
り
除
雪
支
援
希
望

者
が
年
々
増
加
す
る
一
方
で
、

事
業
団
の
会
員
の
減
少
、
高

齢
化
に
よ
っ
て
作
業
の
負
担

感
が
増
し
、
本
来
の
目
的
で

あ
る
健
康
の
増
進
と
生
活
感

の
充
実
が
圧
迫
さ
れ
始
め
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ

る
除
雪
支
援
事
業
を
安
定

し
て
継
続
す
る
た
め
、
過
重

と
な
っ
て
い
る
作
業
量
を
減

ら
し
、
他
の
団
体
へ
の
振
り

替
え
も
検
討
し
ま
す
。

　
　

年
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
　

な
ど
の
急
速
な
普
及
に

よ
り
、
児
童
・
生
徒
が
無
料

通
信
ア
プ
リ
や
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
等
の
利
用
で
料
金
ト

ラ
ブ
ル
、
出
会
い
系
サ
イ
ト

等
に
起
因
し
た
犯
罪
被
害
、

い
じ
め
等
様
々
な
問
題
が
あ

る
。
利
用
状
況
に
関
す
る
調

査
と
把
握
は
。

　

ま
た
、
有
害
サ
イ
ト
等
か

ら
児
童
・
生
徒
を
守
る
た
め

の
取
り
組
み
は
。

　

答
弁　

教
育
長　　

本
町
の

小
中
学
生
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
携
帯
電
話
の
保
有
率
は
、

鷹
栖
小
の
５
・
６
年
生
で

19
％
、
北
野
小
の
５
・
６
年

生
で
は
17
％
。
鷹
栖
中
学
校

で
は
30
％
で
す
。
家
庭
で
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
は
、

鷹
栖
小
の
５
・
６
年
生
で
は

72
％
、
北
野
小
の
５
・
６
年

生
で
は
57
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
小
学
生
の
う
ち
か
ら
の

高
い
利
用
率
が
見
え
ま
す
。

　

北
海
道
教
育
委
員
会
や
先

生
に
よ
る
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
講
演
会
の
開

催
で
正
し
い
知
識
や
能
力
を

身
に
付
け
る
機
会
を
設
け
、

情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

質
問　　
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」

が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
対
応
は
。

　

答
弁　

教
育
長　　

小
中
学

校
に
チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
て

対
応
し
ま
し
た
。



一 般 質 問

　
　

理
不
全
と
な
っ
た
家
屋

　
　

に
つ
い
て
、
強
風
時
に

屋
根
や
壁
が
剥
離
し
て
飛
散

し
た
り
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ

る
建
物
が
町
内
に
現
存
し
て

い
る
。
近
隣
住
民
や
通
勤
・

通
学
者
に
対
し
て
、
重
大
な

損
害
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
危
険
家
屋
の

解
体
や
撤
去
の
費
用
に
対
し

て
一
部
助
成
で
き
な
い
か
。

　

答
弁　　

昨
年
、
調
査
し
た

空
き
家
の
件
数
は
１
１
８
戸

で
、
不
良
に
放
置
さ
れ
て
い

る
と
判
断
し
た
物
件
は
７
戸

で
す
。
空
き
家
の
維
持
・
管

理
は
所
有
者
の
義
務
で
す
。

　

不
良
な
空
き
家
の
解
体
費

用
を
助
成
す
れ
ば
、
良
好
な

状
態
の
空
き
家
を
あ
え
て
放

置
し
、
不
良
化
さ
せ
る
行
動

を
助
長
し
か
ね
ま
せ
ん
。
ま

管

自

た
、
空
き
家
は
個
人
の
資
産

で
あ
る
た
め
、
状
態
の
良
・

不
良
に
関
わ
ら
ず
、
解
体
費

用
等
を
助
成
す
る
こ
と
は
、

現
時
点
で
は
検
討
し
て
い
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
空
き
家
対
策
は

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
危
険

で
不
良
な
空
き
家
に
な
る
前

に
売
買
や
賃
貸
な
ど
で
流
動

化
を
促
し
て
、
危
険
な
状
態

で
残
ら
な
い
よ
う
に
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
宅
建

協
会
と
の
連
携
は
そ
の
た
め

で
あ
り
、
空
き
家
改
修
補
助

金
の
意
義
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

危
険
な
空
き
家
の
所
有
者

が
不
明
な
場
合
等
は
、
個
別

案
件
と
し
て
整
理
し
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

己
の
所
有
地
に
大
量
の

　
　

ご
み
が
集
積
さ
れ
て
い

る
箇
所
が
あ
る
。
ご
み
に
対

す
る
見
解
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ

が
、
実
際
に
は
害
虫
の
発
生

や
小
動
物
の
棲
み
家
に
な
っ

て
い
る
。

　

安
全
・
安
心
な
住
環
境
を

阻
害
さ
れ
て
い
る
住
民
が
お

り
、
土
地
の
所
有
者
や
親
族

と
一
緒
に
解
決
で
き
る
策
を

考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

答
弁　　

迷
惑
な
ご
み
の
集

積
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
ま

た
は
地
権
者
が
管
理
及
び
整

理
を
行
う
こ
と
が
原
則
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
実
的
に
は
、
所

有
者
に
と
っ
て
は
財
産
で
も
、

第
三
者
か
ら
見
れ
ば
ご
み
、

ま
た
は
迷
惑
な
も
の
と
捉
え

ら
れ
、
土
地
所
有
者
に
と
っ

て
も
近
隣
に
居
住
さ
れ
て
い

る
方
に
と
っ
て
も
大
き
な
問

題
で
、
行
政
の
中
で
も
対
応

が
困
難
な
部
類
に
な
っ
て
い

ま
す
。
困
難
な
原
因
は
全
て

の
事
例
に
対
処
で
き
る
法
的

根
拠
が
な
い
こ
と
で
す
。
個

人
へ
の
財
産
権
の
配
慮
も
あ

り
、
勝
手
に
処
分
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

現
在
、
町
で
は
通
報
が
あ

れ
ば
現
地
の
状
況
を
確
認
し
、

地
権
者
に
連
絡
し
て
改
善
を

要
請
し
て
い
ま
す
。
条
例
制

定
に
よ
る
画
一
的
な
解
決
方

法
を
と
ら
ず
、
臨
機
応
変
に

解
決
に
向
け
て
対
処
し
ま
す
。

【９】

質 問

答弁

迷
惑
な
ご
み
集
積
の
解
決
策
は

臨
機
応
変
に
対
処
す
る（
町
長
）

答弁

危
険
家
屋
の
解
体
に
支
援
策
を

費
用
の
助
成
は
せ
ず
、個
別
に
対
応
し
た
い（
町
長
）

植
西　

辰
義
議
員
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報　

告

補
正
予
算

一　　　般

国民健康保険
介 護 保 険

議 会 費
総 務 費
民 生 費
農 林 費
土 木 費
教 育 費
災害復旧費

議員研修事業 
町長選挙及び町議会議員選挙執行事業ほか 
修学資金貸付事業ほか 
農業委員会活動促進事業ほか 
融雪槽等設置助成事業ほか 
体育団体育成支援事業ほか 
公共土木施設災害復旧事業

5019万9000円
26万3000円
119万5000円
3417万1000円

269万円
35万円
138万円
1015万円

△923万5000円
1155万6000円

59億926万3000円 59億5946万2000円

9億8296万円
7億9375万円

9億7372万5000円
8億530万6000円

内　
　
　

訳

補正額 補正前の額 補正後の額

■
平
成
27
事
業
年
度
株
式
会
社

鷹
栖
町
農
業
振
興
公
社
の
決

算
と
平
成
28
事
業
年
度
の
事

業
計
画

■
平
成
27
年
度
鷹
栖
町
健
全
化

判
断
比
率
・
公
営
企
業
の
資

金
不
足
比
率

　

町
の
健
全
な
財
政
状
況
を
確

認
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
広
報

た
か
す
11
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
平
成
27
年
度
鷹
栖
町
教
育
委

員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務

の
管
理
及
び
執
行
状
況
の
点

検
・
評
価

　

平
成
28
年
度
の
予
算
が
次
の

と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

●
議
員
研
修
の
た
め
の
旅
費
を

増
額
し
ま
す
。

●
職
員
の
出
張
旅
費
を
増
額
し

ま
す
。

●
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
関
す

る
費
用
を
増
額
し
ま
す
。

●
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
う

影
響
緩
和
の
た
め
、
臨
時
福
祉

給
付
金
を
増
額
し
ま
す
。

●
障
が
い
者
の
方
へ
の
補
装
具

の
支
給
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
増
額
し
ま
す
。

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

の
精
算
に
伴
う
国
・
道
負
担
分

の
返
還
金
を
増
額
し
ま
す
。

●
障
が
い
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
が
増
え
た
こ
と
に
伴
い
、

委
託
料
を
増
額
し
ま
す
。

●
確
定
申
告
に
よ
り
保
育
料
が

減
額
と
な
る
世
帯
に
還
付
し
ま

す
。

●
北
成
地
区
の
道
営
農
地
基
盤

整
備
事
業
区
域
内
に
あ
る
不
在

地
主
の
土
地
の
整
理
及
び
法
的

整
理
の
た
め
、
弁
護
士
報
償
金

を
増
額
し
ま
す
。

●
農
業
気
象
観
測
機
器
の
老
朽

化
に
伴
い
、
リ
ー
ス
形
式
で
更

新
す
る
た
め
増
額
し
ま
す
。

●
首
都
圏
で
行
う
新
規
就
農
者

確
保
の
た
め
の
相
談
事
業
で
使

用
す
る
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
作
成
し
ま
す
。

●
大
雨
等
に
よ
り
損
壊
し
た
町

有
林
作
業
道
の
補
修
を
行
い
ま

す
。

●
融
雪
槽
設
置
補
助
申
請
が
予

算
額
を
上
回
っ
た
た
め
、
増
額

し
ま
す
。

●
塗
膜
調
査
に
よ
り
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が

検
出
さ
れ
た
橋
の
工
事
を
一
時

中
断
し
、
検
出
さ
れ
な
か
っ
た

橋
の
工
事
を
行
う
た
め
予
算
の

組
替
を
し
ま
す
。

●
特
別
職
の
報
酬
に
関
す
る
条

例
の
改
正
の
た
め
、
教
育
委
員

報
酬
を
増
額
し
ま
す
。

●
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
係

る
全
道
・
全
国
大
会
出
場
者
の

増
加
見
込
み
に
よ
り
助
成
金
を

増
額
し
ま
す
。

●
８
月
の
台
風
・
大
雨
に
よ
り

被
災
し
た
河
川
等
の
復
旧
に
係

る
費
用
を
増
額
し
ま
す
。

第３回

定例会
9月13～16日

　第３回定例会は、９月13日
から４日間の会期をもって開催
し、決算認定審議、４名の一般
質問（６～９ページ）の他に、
報告、条例、補正予算などを審
議し、原案のとおり全会一致で
可決しました。また、１件の人
事案件に同意しました。
　議会からは３件の意見書が出
され、各関係機関に提出されま
した。
　会期を２日残し、９月14日
に閉会しました。

運賃体系等改正



条　

例

人　

事

意
見
書

運賃の種別

定期券

回数券

手荷物運賃

改　正　前

○通勤１カ月：普通旅客運賃の25％引き
○通学１カ月：普通旅客運賃の40％引き
○各３カ月：１カ月定期の３倍の５％引き

普通11券片：普通旅客運賃を10倍した額

１個について運送区間の普通旅客運賃に
相当する額

１箇月7,000円

普通11券片は2,000円

１個について
普通運賃の相当額

改　正　後

※満18歳に達する日以降の最初の３月31日までの者の運賃は、無料

■
鷹
栖
町
営
バ
ス
運
送
事
業
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

10
月
か
ら
開
始
す
る
完
全
予

約
制
デ
マ
ン
ド
型
運
行
に
伴

い
、
運
賃
体
系
等
の
規
定
を

整
理
す
る
も
の
で
す
。

■
鷹
栖
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

教
育
委
員
制
度
の
改
革
に
伴

う
報
酬
額
の
引
き
上
げ
に
よ

る
改
正
で
す
。

■
鷹
栖
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
課

税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
例
の
有
効
期
限
を
平
成
33

年
３
月
末
日
ま
で
延
長
す
る

も
の
で
す
。

■
鷹
栖
町
証
紙
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

文
言
の
整
理
・
削
除
で
す
。

■
鷹
栖
町
公
営
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

現
在
、
建
替
工
事
中
の
公
営

住
宅
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
大
津　

里
恵
さ
ん
（
新
任
）

　
　
　
（
北
野
東
４
条
２
丁
目
）

■
農
業
・
農
村
を
崩
壊
さ
せ
か

ね
な
い
農
政
改
革
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
拙
速
な
国
会
承
認
の
反
対

を
求
め
る
意
見
書

■
指
定
団
体
制
度
の
堅
持
な
ど

酪
農
政
策
の
確
立
に
関
す
る

意
見
書

提
出
先　

衆
･
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
農
林
水
産

大
臣

提
出
議
員　

中
家　

彰

賛
成
議
員　

舟
根　

輝
好

■「
米
政
策
改
革
」
の
抜
本
的

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

提
出
先　

衆
･
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
農
林
水
産

大
臣
、
財
務
大
臣

提
出
議
員　

中
家　

彰

賛
成
議
員　

舟
根　

輝
好

※
全
文
に
つ
い
て
は
、
町
Ｈ
Ｐ

の
鷹
栖
町
議
会
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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条
例
の
改
正

国
政
に
物
申
す
！

10月からの完全予約制デマンド型運行に向け

教
育
委
員
選
任

第３回定例会の様子
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読んでもらえる「議会報」にするために
全道議会広報研修会                                              ８月 23 日（火）ポールスター札幌

「孔雀草」、今後の取り組み！

講師の芳野政明氏。
研修には道内各地から多くの議会報編集者が参加しました。

モニターのみなさんの声

 

よくわからない言葉が時々出てくる。

今後もみなさんの声をご紹介していきます。

　年に1 回開催される全道議会広報研修会、今
年の講師は議会広報サポーターの芳野政明氏。
　前半は「住民に読まれ　議会活動が伝わる議
会報の基本と編集技術」のタイトルで、議会報の
役割と編集技術についての講演。
　後半は、事前に提出された議会報を実際に確
認しながら、それぞれのよいところやどこを直せ
ばよりよくなるかが説明されました。興味深い内
容で、来年度は鷹栖町議会も提出したいと考えて
います。

　鷹栖町の議会報では、今回の研修の中から次
の件について、今後取り組んでいきます。
①　現在の主流は６段組み構成。レイアウトもし
やすいため移行を検討します。
②　写真の説明をわかりやすくします。

③　表紙の目次は具体的な内容がわかるよう今
回から心掛けています。
④　表紙の写真の説明を加えられるようなデザイ
ンを検討しています。
⑤　町民の方が登場するだけでなく、やりとりで
きるよう、ご意見への返答をはじめました。
　　今後もより親しんでもらえる議会報を目指し
ていきますので、ご意見などお聞かせください。

　議会報「孔雀草」では、６人のモニターの方
にアンケートを実施しています。162 号、163号
に対するご意見の一部をご紹介します。

専門用語が多く、理解できないことも多

かったです。具体的な説明がほしい。

今回から注釈や説明を増やすよう心掛け
ました。具体例も挙げていただければ、
参考にさせていただきます。

「孔雀草」発行時には日程が決定してお
らず掲載できないこともありますが、
webページではお知らせをしていきます。

モニターのみなさんからのご意見には、
今回からお返事を加えさせていただいて
います。「わたしの一言」についても検
討します。

検討いたします。今回は政務活動費等に
ついての説明コーナーを設けました。

議会を傍聴に行きたいと思っているので

すが、案内は載せないのでしょうか。

「モニターの声を紹介」の声に対して一

言でもお返事あるといいですね。

「わたしの一言」はすごくよい。議会か

らの一言メッセージがあると一方通行

じゃない感じがしてより良いと思います。

町民が関心のある事柄について、特集を

組んでみては。



中央地区では今回最多の23名が参加されました。
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　８月24 日から９月１日にかけて町内５地区での「地域を
語ろう会」を開催、計60 名の方に参加いただきました。
　現在、12 月の発行に向け、報告紙を編集中です。
　議会ではこの他にも、グループなどで声をかけていただ
ければ、「語ろう会」を開催いたしますので、お気軽にご連
絡ください。

政務活動費、鷹栖町ではどうなっている？

【 連絡先 】　鷹栖町議会事務局　８７－２１１１（代表）

　政務活動費は、議員の調査研究に必要な経費
として、議員報酬とは別に交付されるお金のこと
です。
　平成12 年の地方自治法改正により政務調査費
として制度化され、その後、各自治体の条例によ
り導入が進んでいます。
　不適切な使途が問題となることがありますが、
鷹栖町では政務活動費についての条例を定めて
おらず、鷹栖町の議員は、現在政務活動費を受
給していません。
　公務で出張した際には町職員と同等の旅費が

支払われますが、自主的に研修会に参加するな
どした場合には、自己負担となっています。
　また議会や委員会に出席した際の交通費・費
用弁償についても支給されていません。
　議員の報酬は次の通りで、この他に年間4.2
か月分の期末手当（平成28 年10 月現在）が支
給されています。

議　員

165,000 円／月

委員長

175,000円／月

副議長

190,000円／月

議　長

250,000円／月

議会のうごき 2016.8.1 ～ 2016.10.31

●全体
　・地域を語ろう会　8月24日～ 9月1日　５地区で開催
　・第３回定例会　9月13日～ 14日
　・上川管内町村議会議員研修会　10月26日（美瑛町）

●総務文教常任委員会
　・委員会　9月2日（第3回定例会について）
　・所管事務調査　10月3日～ 4日（新十津川・白老ほか）

●経済福祉常任委員会
　・委員会　9月1日（第３回定例会について）
　・所管事務調査　10月13日～ 14日（恵庭・長沼ほか）

●広報広聴常任委員会
　・委員会　9月13日・23日・28日
　　　　　10月7日・17日
　・全道議会広報研修会　8月23日

●議会運営委員会
　・委員会　9月5日

●議会活性化委員会
　・役員会　8月12日・9月23日
　・委員会　8月18日・9月12日

議会の活動については鷹栖町公式サイト内の町議会の
ページでも報告していますのでご覧ください。

「地域を語ろう会」、５地区で開催しました！
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総務文教常任委員会

外部評価で客観性の向上
人口　6,800人　　面積　495.47 ㎢
米や玉ねぎの生産が盛んで、地酒「金滴」も有名。
新十津川駅はＪＲ学園都市線の終点になっている。

新十津川町での視察の様子

新十津
　川町

人口　17,800人　　面積　425.64 ㎢
アイヌ文化の発信で有名。2020 年には「国立アイ
ヌ民族博物館」「国立民族共生公園」が誕生する。

地域担当職員で共同のまちづくり

白老町での視察の様子

まちづくりの新しい試みとは
2016年 10 月３日（月）～４日（火）

 

生ごみ堆肥15kg で410 円！
三笠市

白老町

人口　9,100人　　面積　302.53 ㎢
産炭地として発展した時期もあったが、今は工業・
農業が盛ん。観光客も多い。

15kgで410円の生ごみ堆肥

　総務文教常任委員会では、まちづくりに関し
て先進的な取り組みをしている２町と、鷹栖町
同様の生ごみ堆肥化施設を調査してきました。
　いずれも調べただけではわからない実績や課

題があり、参考になりました。
　鷹栖町のまちづくりに生かしていけるよう、
今後、委員会でさらに調査を深めていきたいと
考えています。

道内の先進地をそれぞれ視察
常任委員会所管事務調査レポート

　行政活動の評価に町民の視点を取り込み、透明性と客観
性を向上させるための委員会を設置している。職員の意識
改革・政策能力の向上につながっているとのこと。
　毎年町民600 人を対象に施策の重要度・満足度のアン
ケートも実施しており、これも重要な手段だと考える。

　鷹栖町と同様の生ごみ堆肥化システムを採用しているが、
①機械を夜間のみ稼働させることで故障が少ない　②堆肥
を熟成させており臭いがほとんどない　③堆肥の価格が
15kg410 円（市外810 円）と高い、などの違いがある。機
械の延命化、コストの面などで参考としたい。

地域と役場が一体となって地域づくりを推進していくため
2014 年から「地域担当職員」を配置している。窓口で待つ
のではなく、地域に出向きスピード感をもって問題に当たる
姿勢や「白老町地区コミュニティ計画」策定への関わりなど
参考になった。
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経済福祉常任委員会

６次産業のその先へ
余湖農園
（恵庭市）

昭和47 年設立、約55ha の農地で60 品目以上の作
物を栽培。平成３年には販売担当のグローバル自然
農園を設立している。

水耕栽培されるフリルレタス

人口　約11,300 人　　面積　168.52 ㎢
平成16 年のグリーン・ツーリズム特区認定のほか、
どぶろく製造の特区認定もされている。

グリーンツーリズムで特区認定

長沼町での視察の様子

これからの農業のあり方とは
2016年 10 月 13 日（木）～ 14日（金）

 

北海道での通年農業の実現
神内ファーム
（浦臼町）

長沼町

平成９年設立。約600ha の農地がある。
平成18 年には新規就農者独立支援機構「夢現塾」
発足。

マンゴーを栽培しているハウス

初の休日議会を予定 第４回定例会

　次回の定例会では鷹栖町議会では初と
なる休日議会の開催に向け、調整をしてい
ます。近くなりましたら改めてチラシなどで
ご案内いたします。

【平成28 年度　第４回定例会】
2016 年12 月９日（金）～ 12日（月）
※　予定は変更となる場合があります。

多くの方の傍聴をお待ちしています。

　経済福祉常任委員会では今年は農業の取り組
みで高い評価を受けている２施設と１町を調査し
てきました。
　鷹栖町では28 年度に「農業ビジョン」の中で

担い手育成センターの建設を計画しています。
　これの具体的な内容も含め、鷹栖町の農業の
将来について、今回の調査も参考にしながら考え
ていきます。

　平成24 年よりＪＧＡＰ認証を取得。露地作物では特別
栽培を導入し、ハウス作物では水耕栽培と土耕栽培を併用。
農業体験の受け入れ、漬物や味噌の加工、バーベキュー
コーナーでの飲食も実施。農作物の生産・加工・販売を自
社で完結させる経営能力とその意欲は参考となった。

　広大な農地で、肉牛の生産・施設園芸（マンゴーなど）
をしている。「冬に克ち、夏を制す」を経営理念として、北
海道での通年農業の実現を目指している。新規就農者４組
を就農まで支援している。地域社会への貢献や農業に対す
る理念は大いに参考になった。

　平成17 年から農業体験10,441 名、農家民泊32,890 名の
実績がある。運営協議会の会員数は168 戸（旅館業法取得
者141 戸）。会員の高齢化と新規会員の減少傾向が課題で
あり、広域化なども検討している。農業への理解を深める
ための事業展開の参考になった。
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町営バスは10月から
完全〇〇制度になりました。

鷹栖町では現在、
政務〇〇〇は支給されていません。

次回の第４回定例会では、
初の〇〇議会を予定しています。

《応募方法》
クイズの答え・住所･氏名･年齢をお書きのうえ、
郵送、FAX、Eメールでご応募ください。
孔雀草を読んだ感想や、議会へのご意見等も
お書き添えいただければ幸いです。
全問正解者の中から抽選で３名の方に商品券
1,000円分をお送りします。(当選者の発表は発
送をもって代えさせていただきます。)前回は
７名の方にご応募いただきました。ありがとう
ございました。
《あて先》
　〒071-1292
　鷹栖町南１条３丁目　議会事務局 宛
　FAX 0166-87-2196　
　　　gikai@town.takasu.hokkaido.jp
《しめきり》
　平成28年11月30日 消印有効

【個人情報の取り扱いについて】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご記入いただきました個人情報は、賞品発送とそれにかかる業務のみに利用します。

くじゃくそ うくじゃくそ う ク イズク イズ

○に当てはまる言葉を入れてください。
次の問題に答えよう

ヒント
この議会だより「孔雀草」の中に答えがあるので、探してみてね。

１．問

２．問

３．問

鷹
栖
町
議
会

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら

〒071-1292

北
海
道
上
川
郡
鷹
栖
町
南
１
条
３
丁
目
５
番
１
号

TEL 0166-87-2111
FAX 0166-87-2196

　
　

gikai@
tow
n.takasu.hokkaido.jp

■　わたしの一言　■
「応援」

「占領下の生活」

陶山　美樹 さん
（中央地区）

吉田　忠造さん
（北野西町内会）

　私の父は大正７年に徳島県から網
走市の開拓地に入植した。私は昭和
15年に小学校へ入学した。兄達２
人は戦中に旧満州国に送られ、次兄
は沖縄戦で戦死を遂げた。従って、
小学校は戦中の最中を過ごし、終戦
時は６年生であった。この年は親父
が部落の組合長を務め、終戦、米軍
の占領、疎開者の受け入れ等大変な
厳しい生活を余儀なくされた。こうし
た異常のもとで中学校・高校時代を
過ごした。
　当時一番の問題は食料不足であっ
た。このため大都市から大勢の疎開
者を受け入れ、大森林の開放、開拓

地の増大という異常な生活が続いた。
私は昭和27年高卒に伴い役所に就
職し、管内を駆け回っていた。昭和
47年旭川市へ転勤となり、士別市地
域で天塩川沿いの泥炭地帯を戦後の
深刻な食料不足を克服するため、水
田化事業に専念した。連日住民との
交渉はナイターに及んだ。
　縁あって平成２年に鷹栖町の住民
となり、春は田植え、秋は黄金色が
たなびき、コンバインの音が響き
渡っていた。今年も黄金色の時期と
なり、農村の大豊作であることを切
にお祈りいたしております。

　季節は秋へと変わりましたが、今
年は急な雨が多かったと思います。
最近も同時に３つの台風が北海道を
直撃し、水による被害が農林水産、
酪農業に打撃を与えたと報道されて
いました。鷹栖町も農業の町、
ニュースで流れる映像が他人事では
ないと感じます。
　農家の方によれば、復旧はするも
のの土台となる「土」は簡単に復旧
するものではなく、本当に生き返る
までには数年を要すると話されてい

ました。素人の私には、復旧すれば
作付ができ、時期がくれば収穫し市
場に流通していくのだろうと思ってい
ましたが、そんな容易な事ではない
事がわかりました。我が家は農家で
はなく消費者側ですので、トマト１
つ食べるのも白米を食べるのも感謝
をして食べたいと思います。
　一日も早い北海道の農業等の復活
と、若手後継者が育つ職業であって
ほしいと願います。


